
＜ＦＫＳ/ＦＮ　ＩＦＣ入力の概要＞

ＩＦＣデータの流れをサンプルモデルで説明します。

１．部屋データの連携にはＩＦＣで定義された”ＩＦＣSPACE”という部屋定義情報を認識して取り込みます。
BIMツールのARCHICADではゾーン　REVITではスペース　という定義になります。

ゾーン、スペースの部屋寸法を連携します。

仕上については、
ゾーン、スペースに設定された項目
（IfcPropertySet）
を連携するようにしています。

もし設定されていない場合は、
ゾーン、スペースに関連している床や壁の
個々の仕上を連携するようにしています。
この場合、
IFCSLAB、IFCWALLといったデータのみ
認識します。
BIM側で設定されたすべてを連携する
ということではありません。

またIFCSLAB であっても、IFCSPACE に
関連付けされていなければ
連携できません。



以下はSOLIBRIというIFCビューアソフトです

仕上拾い

IFCSPACE の部屋寸法　と　それに関連する床、巾木、壁、天井、廻り縁、雑、建具　が数式として連携されます。

3Ｄとしては連携されません。



部屋に関連付けされていれば、雑（か所もの）の連携は可能です。
オブジェクト（IFCBUILDINGELEMENTPROXY）、恒久的要素（IFCFLOWTERMINAL）、家具要素（IFCFURNITURETYPE）

部屋に関連付けされていないものは不可です。



２．IFCの確認

部屋で設定された仕上項目を
確認することができます。

IfcPropertySetが
出力されていない場合は、BIMツール側の
設定を確認してください。
BIMツール側に問い合わせてください。

このモデルは前述とは別のモデルです。

IfcPropertySet　の仕上項目名（プロパティ）が、前述の物件と異なることが分かります。

これはBIMツール側で自由に設定できるからです。

ＦＮに連携するためには、この項目名が何なのかを調べ、
次項のプロパティ変換設定で設定する必要があります。



３．プロパティ変換設定について

ＩＦＣにセットされた仕上項目とＦＫＳ側に取り込む項目のマッピングを行います。

ＩＦＣにセットされた仕上項目（プロパティ名）は、BIMツール側で自由設定できます。
以下の画面にて仕上リストの仕上名称、規格名称、主仕上、下地などがどの項目なのかを設定します。



ＩＦＣ

プロパティ１に項目を入力します。

ＦＫＳの仕上リストの項目
名称、規格の項目をマッピングする



４．変換操作

①仕上拾いに取込み

部屋で設定された仕上リストで取込まれます。



部屋で仕上がセットされていない場合は、接続する床、壁を検索します

個々の壁の仕上名称が連携されます。

ただしBIMツールでは、１個の壁に反対側の仕上も文言として入力するため、取込み後に仕上リストの変更が必要です。



②仕上表に取込み

部屋で定義されたリストが作成され、該当の部屋に〇が付きます。
部屋作成すると、仕上拾いに作成されます。
部屋の仕上が設定されていない場合は、この取込みはできません。



個々の仕上はリスト作成されないで、部屋の仕上だけが連携されます。

連携後に面ごとの仕上リストを設定して拾いを行います。


